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IPv6によるインターネット高度利用化に関する研究会 

IPv4アドレス在庫枯渇対応に関する広報戦略ワーキンググループ（第２回会合） 

議事概要（案） 

 

１ 日時：平成２１年９月１６日（水） １０：００～１２：００ 

 

２ 場所：総務省 １０階 総務省第 1 会議室 

 

３ 出席者（敬称略） 

（１）主査 

江﨑 浩（東京大学） 

（２）副主査 

中村 修（慶應義塾大学） 

（３）構成員 

阿賀谷匡章（株式会社ジュピターテレコム）、依田高典（京都大学）、内山昌洋

（パナソニックコミュニケーションズ株式会社）、榎本洋一（ソフトバンクテ

レコム株式会社）、笠原秀一（株式会社ウィルコム）、菊池 正郎（代理：鈴木氏）

（ソネットエンタテインメント株式会社）、岸川 徳幸（ＮＥＣビッグローブ株

式会社）、木下剛（シスコシステムズ合同会社）、木村 孝（ニフティ株式会社）、

瀧塚博志（代理：川名氏）（ソニー株式会社）、橘俊郎（株式会社ケイ・オプテ

ィコム）、立石聡明（社団法人日本インターネットプロバイダー協会）、田中寛

（代理：奥田氏）（ＫＤＤＩ株式会社）、鶴巻悟（ソフトバンクＢＢ株式会社）、

寺田昭彦（財団法人電気通信端末機器審査協会）、外山勝保（インターネット

マルチフィード株式会社）、永見健一（株式会社インテック・ネットコア）、濱

口和子（株式会社日立製作所）、馬場達也（株式会社ＮＴＴデータ）、前村昌紀

（社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター）、松村敏弘（東京

大学）、三膳孝通（株式会社インターネットイニシアティブ）、山下達也（ＮＴ

Ｔコミュニケーションズ株式会社）、山下良蔵（日本ケーブルラボ） 

（４）総務省 

福岡電気通信事業部長、長塩データ通信課長、中沢データ通信課企画官、武馬

データ通信課課長補佐 

 

４ 議題 

（１）構成員からのプレゼンテーション 

① NEC ビッグローブの IPv6 への取り組みと課題について（岸川構成員） 

② @nifty における IPv6 対応計画の概要（木村構成員） 

③ ソフトバンクグループ IPv6 状況と広報課題について（榎本構成員） 

④ CATV インターネットの現状と J:COM の IPv6 対応に向けた取り組み及び課題

（阿賀谷構成員） 

⑤ IX・データセンタ・コンテンツ提供者における IPv4 枯渇対策・IPv6 対応策（外山

参考資料ＷＧ広３－１ 
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構成員） 

⑥ システムインテグレータとしての IPv4 アドレス在庫枯渇に対する広報の役割に

ついて（馬場構成員） 

（２）自由討議 

（３）その他 

 

５ 議事要旨 

【構成員からのプレゼンテーションについて】 

① 岸川構成員より「NEC ビッグローブの IPv6 への取り組みと課題について」（資

料ＷＧ広２－１）について説明。 

 

 ○ISPの IPv6対応について、足並みを揃えることは重要だが問題もある。各 ISPの

ネットワーク構成は違うので、難しいのではないか。また、事業競争上の観点から

も難しいと思う。 

 ○移行するには連携も必要ではないか。IPv6 に移行させるには、足並みを揃える

といった対応を取らないと難しいのではないか。 

 ○P11 について、IPv4 グローバルの端末から IPv6 サーバーへの通信はないという

ことか。 

 ○ユーザーが IPv6 を利用するようにして欲しい。IPv4 グローバルが振られた端末

から IPv6 サーバーへの通信が発生すると、ネットワーク構成が複雑になり余計な

コストがかかることで、ISP の経営が破綻する恐れがある。 

 ○P12 において、主要なサービスは IPv6 になることとあるが、これは世界的に見て

もそうなのか。 

 ○そうなるのが理想である。日本から海外への通信はそれほど多くはなく、また海

外のサーバーを借りることも少ないので、日本において端末側を IPv6 対応させれ

ば、LSN を通る通信を減らすことができ、ISP の負担が軽くなる。YouTube や

Google といったサービスは海外への通信だが、それ以外の通信は少ない。 

 ○IPv6 移行については、業界として横並びにできるかどうかがポイントになるだろ

う。 

 

② 林氏より「@nifty における IPv6 対応計画の概要」（資料ＷＧ広２－２）について

説明。 

 

 ○岸川構成員と論点はほぼ同じだが、中小 ASPの IPv6対応も重要だというこ

とも加える必要がある。 

 

③ 榎本構成員より「ソフトバンクグループ IPv6 状況と広報課題について」（資

料ＷＧ広２－３）について説明。 

 

 ○IPv6 対応のポリシーが他社と違っているのがポイントではないか。ダイヤル UP
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ユーザーが取り残される懸念があるが、ボリュームとしては影響は小さいかもしれ

ない。 

 

④ 阿賀谷構成員より「CATVインターネットの現状と J:COMの IPv6対応に向けた取

り組み及び課題」（資料ＷＧ広２－４）について説明。 

 

 ○ケーブル業界が他の ISP と違うのは、今でもユーザー数が伸びていて IPv4 プラ

イベートアドレスの保有分が少なくなってきていることだろう。 

 

⑤ 外山構成員より「IX・データセンタ・コンテンツ提供者における IPv4枯渇対

策・IPv6対応策」（資料ＷＧ広２－５）について説明。 

 

 ○P6 にあるトランスレーターを入れるとセキュリティ等の面でも課題があるとはどう

いうことか。 

 ○中間に装置を置くことになるので、そこで通信内容をいじられると言ったいわゆる

「man in the middle」という問題がある。エンドユーザーに近い ISP や DC が IPv6

対応のためにトランスレーターをおくことは良いが、IX のような通信を中継するよう

な部分にあることは問題があるかもしれない、ということである。 

 ○ISP は犯罪がおきた場合に、ユーザーの IP アドレスを警察に知らせることがある

が、IX のような通信を中継するような部分でも追跡することは可能か。 

 ○ログを取ることはするが、それには当然コストがかかってくる。 

 ○トランスレーターをおくとコストがかかってしまうのは必然か。 

 ○ログを取っておくとなると、当然コストはかかる。 

 ○ログが莫大になるというのは、「man in the middle」 の問題と同じである。 

 

⑥ 馬場構成員より「システムインテグレータとしての IPv4アドレス在庫枯渇に

対する広報の役割について」（資料ＷＧ広２－６）について説明。 

 

 ○お客様の説明の部分で第三者が作成した資料とあるが、JISA が作成した資料

はあるか。 

 ○IPv6 対応に関係する資料は出ていないようだ。もしあれば、顧客の IPv6 対応に

は効果的だと思う。 

 ○機器ベンダーなどの IPv6 対応状況を把握されていると思うが、公開できる情報

はあるか。 

 ○P5 にある、対応計画・対応状況については、公開することは難しい。検証結果に

ついても、ビジネス面で難しいだとう。 

 ○テストベッドを構築する中でも、ベンダーへの広報をどうするかという議論がでて

いる。 
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【自由討議】 

○これまで、電話交換機のデジタル化等の大きな転換時期があった。また、NTT の

地域 IP ネットワークも頻繁に変わっている。しかし、なぜ社会問題にならなかった

かというと、NTT が努力して解決してきたからだと思っている。IPv6 は何が問題か

というと、産業構造が NTT のような垂直統合から垂直分離ビジネスモデルに変に

わったという点ではないか。特に NTT は ISP を手がけられないということから、問

題が顕在化してきているのではないかと思う。現在のネットワークのユーザー分布

を、５：５：７：５と考えている。すなわちブロードバンドユーザーが全体の５割の３０

００万、そのうち FTTH が５割で１５００万、そして NTT の FTTH が７割で１１００万、

さらにそのうち NTT コミュニケーションズが５割という構造になっている。今後この

比率が７：７：７：７になっていくのではないか。そのうち多数派は NTT の NGN の巻

き取りの時期である２０１２年に合わせて対応が可能だろう。しかし、少数派側の

ユーザーは切り捨てられる可能性もあるし、値段が上がる可能性もある。しかも、

少数派の部分のユーザーには広報が行き届かない部分になってしまうだろう。こ

れによって、実は大変なことがおこるかもしれないが、マジョリティ側ではないので、

社会問題にはならない可能性もある。よって、広報戦略は、意義はあるが効果は

実は薄いかもしれない。２０１２年頃に問題が大きくなると考えられるので、そのた

めの準備が一番重要であり、消費者対策が必要になるだろう。それによって NGN

が成功して NTT のシェアが更に増したとしても、それは競争政策の問題なのでま

た別に議論すればよい。 

○モバイル端末のユーザーが増えてくると、家庭でもインターネットに接続するように

なり、今とユーザー構成が変わるかもしれない。したがって、７：７：７：７というのは

少し変わってくる可能性がある。 

○例えば、ＮＴＴの Flet’s サービスは解約率が高くなっているようだが、Yahoo!BB と

いった他のアクセス回線にユーザーが流れているのではなく、インターネットに接

続するのは携帯電話で十分と考える人が増えているという話を聞いたことがある。 

○ISP の周りを取り巻く産業が、いつＩＰｖ６に移行すれば良いか分からないので、ISP

の広報だけでなく産業全体を含めた広報が必要だと思う。その上で経営者等へど

う啓発していくかが課題となっており、データセンターやコンテンツ事業者が IPｖ６

移行に向けて足踏みしているのではないか。 

○誰に対して何を広報するかが重要である。「インターネットの円滑なＩＰｖ６移行に関

する調査研究会」では、各プレイヤーがＩＰｖ６対応計画を策定することになった。ＩＳ

Ｐが計画を立てるにあたっては、各社の方向性が違うので、異なる選択肢の中で

合理的に進めるのがよいだろう。日本の中だけでひとつのシナリオで進めるという

のはできるかもしれないが、グローバルの視点から考えると難しいだろう。 

○色々なシナリオが考えられる。シナリオを想定した上で、セイフティネットやリスクマ

ネジメントをどうするかを考えないといけないだろう。 

○携帯電話の IPｖ６対応状況を把握することは可能なのか。 

○携帯事業者に聞いたところ、まだ検討中というところが多いようだ。 

○まだ話せない部分が多いということだろう。 



5 

【その他】 

○ 次回の開催日時（１０月７日１３時～）について連絡。 

以 上 


